
令和３年つなぐカンパニーながのはら定時社員総会 議事録 

 

開催日 令和 ３年 ５月 12日 （水） 15：00 ~ 16：00 

記載者 ウッド美幸 

記載日 令和 ３年 ５月 １９日  

場所 長野原町住民総合センター 大ホール 

出席理事 萩原会長［議長］、中村剛副会長、黒田美弥子副会長、梶野寛丈副会長、黒岩巧、豊田香

織、樋田勇人、森谷健、小林弘監事    （欠席）樋田省三 大矢大介 篠原茂 市村仁監

事 

その他出席者 会員 24名    

配布資料 令和３年度つなぐカンパニーながのはら定時社員総会進行書類 

［報告事項１、２・協議事項（第 1号議案～第 5号議案）］ 

討議内容 １ 開 会 

 

２ 挨 拶  

［つなぐカンパニーながのはら会長 萩原睦男］ 

コロナ禍で波乱があるがご参加の皆様には大きな力を頂き感謝したい。活動が

制限されるなかでつなカンはアイディアや意見を交換し合える場所と再認識し

た。これからのまちづくりにおいて、他人事ではなく、自分事として考えられる行動

できる人を一人でも多くつくっていきたい。会員、町民の夢を叶えていく人の繋が

りを更に築いていきたい。 

 

３ 定足数報告  

会員 66 名中委任状含め 55 名の出席にて開催  

 

４ 議長指名  

定款第 3 章 18 条に基づき 萩原会長  

 

５ 議事録署名人選出  

黒岩巧理事  豊田香織理事を選出。 

 

６ 議 事 

 

＜報告事項＞ 

報告事項１ 副会長選任について （1ページ参照） 

理事会において副会長に梶野寛丈理事を選任した。 

現在の副会長は中村剛、黒田美弥子、梶野寛丈の 3名となる。 

 



［梶野副会長挨拶］ 

毎月のつなカンミーティングから得た気付きを活かして進んでいきたい。主体的に皆さん

と一緒に活動していきたい。 

 

報告事項２ 委員会規程と理事会規則の改正について （２～７ページ参照） 

 理事会規則、委員会規程の改正を行った。資料中赤文字の部分が改正箇所となる。 

 企画調整会議を委員会規程から削除し理事会規則に加える事を決定した。 

 

＜協議事項＞ 

第１号議案 定款の改正（案）について―小此木説明 （８ページ参照） 

定款第 4条（14）に「観光物品等の企画及び販売事業」を新たに加えた。 

第 1号議案 質問なし。満場一致をもって異議なく可決承認した。 

 

第２号議案 令和２年度事業報告について―小此木説明 （９～１４ページ参照） 

［会議等］ 

総会 1回、理事会 3回、組織説明会 6回、企画調整会議 11回、委員会(つなぐ 13回、

つたえる 23回)、PDCA会議 2回、その他 3回 

［情報発信］ 

つなカン法人サイト、ら♪ら♪ら通信、群馬テレビ動画作成、るるぶ群馬 FREE、旅行読

売、吾妻広域マップ及びマップ作製と設置、ふるさと再発見企画 3回 

［交流連携］ 

つなカンミーティング 6回、つなカンチャレンジ 5件 

［施設管理事業］ 

公園管理、クラインガルテン、つなカン事務所・ら♪ら♪らステーション 

 

第３号議案 令和２年度決算報告について―唐沢説明 （１５～１８ページ参照） 

 監査報告―小林監事          （１９ページ参照） 

５月６日、市村監事と共に監査を行い、中身については適正に処理がされていると判断

した。 

第２号議案、第３号議案 質問なし。満場一致をもって異議なく可決承認した。 

 

第４号議案 令和３年度事業計画（案）について （２０～２６ページ参照） 

基本方針 

事業計画 

１、情報発信 

（１）情報発信活動  

①ポータルサイト②情報誌ら♪ら♪ら通信③ふるさと再発見企画 

（２）観光宣伝広告等 



①各種メディアによる宣伝広告 

２、交流連携事業 

（１）つなカンミーティング 

（２）つなカンチャレンジ 

（３）つなカンプロジェクト 

（４）人材育成 

 

３、観光振興事業 

（１）観光振興 

①観光・地域案内所ら♪ら♪らステーション運営 

②河川空間のオープン化の推進 

③観光施設巡り、各種イベントなど支援 

④観光物品等の企画及び販売 

（２）人材育成（観光） 

 

４、町施設維持管理事業 

（１）八ッ場あがつま湖周辺公園維持管理 

（２）クラインガルテン維持管理 

 

◆組織図案、チャレンジ、プロジェクト、事業の考え方 

 

第５号議案 令和３年度予算計画（案）について （２７ページ参照） 

 

＜4号議案について＞ 

 質問１） 

パソコンなどを持っていない方への情報発信が行きわたっていないと感じる。つなカンで

はコミュニケーションツール LINEを使用した情報発信を検討してほしい。 

 回答） 

  ・LINEなども含め、様々なツールを使った発信を考えていくので情報など頂きたい。 

  ・情報発信はミーティングなどでも話し合っていきたいのでぜひ参加してほしい。 

  ・つなカンの情報も町の制度にのせて発信しているので、既存の地域コミュニティー 

が失われつつある環境下では情報発信なども弱くなってくる。ネットと既存の伝達情報を

併用してどう組み立てるかということが必要となるだろう。 

 

質問２） 

組織図の中に会員の関り方が見られない。次の総会では正会員の明確な位置を示して

頂きたい。 

参加者について地域の格差が見られる。均等に参加してもらえる環境を考えてほしい。 



人材育成についても明確に充実した事業を打ち出してほしい。 

回答） 

・組織図の中にも会員の方の名前が載ってくるようにしていきたいと役員も考えている。

質問３） 

継続するには支援が必要だが、つなカンチャレンジの継続性についてどのように考えて

いるのか。 

回答） 

・つなカンチャレンジはチャレンジした方々に継続性を考えてもらうものであり、方法につ

いてはつなカンもアドバイスをしていく。県の補助金などの申請方法については事務局

に相談してほしい。町の制度設計等も町と一緒に考えていきたい。 

第号４議案～第 5号議案まで満場一致をもって異議なく可決承認した。 

７ 事務局より連絡  

   会員掲示板について 

   まだ登録をしていない会員さんは登録をお願いしたい。 

８ 閉会  

議事録署名 

以上の議事のてん末を記録し、これを証するため署名押印する。 

令和  年  月  日 

名前 印 

名前 印 

以上 


